
館林市立第三中学校では、様々な生徒に対してケースごとの支援チームによる指導・支援を行っていま

す。かつて問題行動が多発して大変な状況であった学校が、職員の役割分担を明確にした組織的な生徒指

導により、学校全体が落ち着き、生き生きと学校生活を送る生徒の姿が見られるようになりました。

７月１０日（金）県教育委員さんが三中を訪問してこの取組を御覧になり、是非他の学校にも広めてほ

しいと絶賛してくれました。自校の生徒指導体制づくりの参考としていただきたく概要を紹介します。
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資料３ チーム支援を可能にする役割分担
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担任以外に、主に関わる担当を決め、それぞれの役割で支援

生徒指導部会、教育相談部会（特別支援教育部会）による調整

資料４ 「複数の生徒に対応する」チーム支援

資料５ 生徒のニーズに応じて、居場所をつくる

通級教室（集団適応を目指す） 相談室1･2（心の安定を目指す、長期）

保健室（心を落ち着かせる、短期） 相談室３（ＳＣ等との相談）

資料６ わかる授業の取組
発達障害等のある生徒を含めて、どの子にもわかる授業づくりを学校全体で行う
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